





























































































































t早ι 題材 ねらい S 時間
1ホットケー 0炭酸水素ナトリ 2 第 L欠
キはなぜふ ウムを熱すると



























1燃えるとは 0燃焼は、物質が 第 8;欠
どんなこと 酸素と化fTする
2 カ通 ことであること
質物 を、作'IJをあけ、て 第 9;欠
0) 説明することが
できる。













学 習 i占 動 粒子概念の形成を促進させるための支援 )jflお・戸、Hrfli
。プレテスト(授業前の調査)を行う。 0粒子に関する知識や考え方を確認する。 -ブレテスト
([:ホットケーキがふくらむしくみを考える。 0学科への動機づけをする。 -ワークシート
②実験により確かめる。 O牛みをにむ藤を起こさせる o f叱'Jミ験
一一一-一一一一一一一一一一一一一
①炭酸水素ナト 1)ウムの説明を聞く。





②水はさらに分解できるか話し台う。 0生徒の既有知識を'1:かし円 rl1に先恕させる 口;tliしfTい
{亘;実験 2(水に電流を流して山てくる物質を調べよ 代、だ験2
う)を行い結果をまとめる。









③ 速の実験や事例から原子の考え/了を導く G まってしまいこの羽象を説明できるやIJか1'1口υ占し fTい
④学習コンテンツについて説明を聞く。 効な子だてがありそうだという状況で次に '(ノ'it(-顕微鏡
0原子の!吐界をのぞいてみよう 進む。 0似可J




0分子モテ、ルを考えよう 。考えを共有させ意見:り換をさせる。 ('， ';t (lt'l戊


















































































































日 本欄F司令での水分子を快って一裕正+禅iこ発牛する気体的分子モデんを作/， )， 
水Iこ竜斑を琉すと、どんな東化が起ζ るだろう




































































































































































質問項目 4 3 2 1 平均点
①原子の存在感を感じたか 24 15 2 。3.54 
②コンテンツは操作しやすかったか 31 8 2 。3.71 
③操作ガイドや解説は役に立ったか 3016 4 1 3.34 
















質問項目 432 1 平均点
①原子記号を覚えるのに提示された
25 15 1 0 3.59 情報や映像は役に立ったか
②「原子記号マスターJは原子記号

















質問項目 432 1 平均点
①原子の結合の規則性を理解できた




31 12 0 0 3.72 モデルを作成する流れはわかりや
すかったか
③分子の存在をコンビュータが判断















質問項目 432 1 平均点
①水中で起こっている原子や分子の
26 16 1 0 変化を理解できたか 3.58 
②予想→確かめ→解答の流れは分か
19 22 2 0 :3.40 りやすかったか
③原子を適切な試験管にドラッグす
ると気体が増える機能は役に立つ 2416 3 0 3.49 
たか
④原子を不適切な試験管にドラッグ




















質問項目 4 3 2 1 平均点
①ガスの分子構造による性質の違い
31 11 1 0 3.70 が理解できたか
②ガスの燃焼のしくみが理解できたか 2413 6 0 3.42 
③バーチャル・ガスバーナーは操作
30 10 3 0 3.63 しやすかったか






質問項目 432 1 平均点
①水の状態変化は水の分子運動が変



















































































現象論 25 。19 4 20 5 20 5 
前粒子論 1 。1 2 。1 。
疑似粒子論 O O O O 。。O 。
粒子論 。。。。。。。。
授業後
現象論 16 。8 1 11 4 17 1 
前粒子論 。。2 。1 1 6 。
疑似粒子論 4 。5 。1 。2 。













































表8 今回の調査(問題用紙B) と栗田 (2004) における調査との比較(人)
① ② ③ ④ 
計
正 誤 正 五呉 正 誤 正 誤
栗田 (2004) 現象論 30(85.7) 5 (14.3) 19( 54.3) 9 ( 25.7) 6(17.1) 20(57.1) 26(74.3) 。( 0.0) 115 ( 82.1) 
n=35 前粒子論 。( 0.0) o ( 0.0) 2 ( 5.7) o ( 0.0) 3 ( 8.6) 1 ( 2.9) 6 ( 17.1) 。( 0.0) 12 ( 8.6) 
疑似粒子論 。( 0.0) o ( 0.0) 3 ( 8.6) o ( 0.0) 3 ( 8.6) o ( 0.0) 3 ( 8.6) o ( 0.0) 9 ( 6.4) 
粒子論 。( 0.0) o ( 0.0) 2 ( 5.7) o ( 0.0) 2 ( 5.7) o ( 0.0) 。( 0.0) 。( 0.0) 4( 2.9) 
今回の調査 現象論 13(52.0) 8 (32.0) 14( 56.0) 4(16.0) 15(60.0) 1 ( 4.0) 11 ( 44.0) 9 ( 36.0) 75( 75.0) 
n=25 前粒子論 2 ( 8.0) 1 ( 4.0) 2 ( 8.0) 1 ( 4.0) 6 ( 24.0) o ( 0.0) 2 ( 8.0) 。( 0.0) 14( 14.0) 
疑似粒子論 1 ( 4.0) o ( 0.0) 4( 16.0) o ( 0.0) 1 ( 4.0) 。( 0.0) 2 ( 8.0) 。( 0.0) 8 ( 8.0) 








432 平均点 432 1平均点
9 15 2 0 3.27 12 13 1 0 3.42 
6 18 1 1 2.54 11 11 4 0 3.2 7 
③理科の授業で学習したことをもっと詳しく調べてみたいと思いますか 3 9 13 1 2.54 5 13 8 0 2.88 







10 11 3 
8 12 5 
18 8 O 
9 14 3 
2 3.12 15 8 3 O ~3.46 
1 3.04 1 13 8 4 2.42 。3.69 17 7 2 O 3.5& 
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